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１．取り組みの背景
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はじめに

企業をとりまく経済・社会環境が大きく変化する中で、価値を創造し、市場において必要とされ続けるための変革
の取組としてデジタルトランスフォーメーション（DX）の有用性は広く知られるようになりました。

その中でデジタル人材の育成については、企業内での取組が徐々に進みつつあるものの、DXの進展に伴う人材
需要の高まりに追いついていないというのが現状であり、リスキリングによる企業内人材の活用や職種転換への
期待も高まっています。

そのような中､2022年末から始まったChatGPTの流行を始めとする生成AIの登場により、企業・産業において生成
AIを利用し、様々な業務変革や事業変革が実現可能となってきています。またこれまで必ずしもデジタル技術を上
手く利用できていなかった企業も、その遅れを生成AI等の利用で取り戻すそうとする動きも現れています。

本提案書では、そのような生成AIを有効に活用していくことのできる人材を、政府による人材開発支援助成金（事
業展開等リスキリング支援コース）を活用しながら育成していくためのサービスをご紹介しています。

本サービスが、貴社の生産性や付加価値の向上に寄与し、今後の成長の一助となれば幸いです。
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DXの活用領域

生成AIを活用することで、従来AIが適用しづらかった領域も含めて様々な業態・業務変革が実現可能となります。
さらにその活用領域は多岐にわたっております。

出典：経済産業省「第9回デジタル時代の人材政策に関する検討会
デジタル／生成AI時代に求められる人材育成のあり方」

人事 法務

経理マーケティング 営業

研究開発製造

カスタマー
サポート・サクセス

流通
＆オペレーション
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日本企業を取り巻く現状

企業におけるIoT・AI等の
システム・サービスの導入状況

企業におけるIoT・AI等の
システム・サービスの導入効果

デジタル人材の確保に向けた取組状況
（AI・データ解析の専門家）

31.7%社内の既存人材の配置転換や育成

21.6%採用（新規・中途両方を含む）

17.3%コンサルタントなどの社外の専門家との契約

11.3%関連会社からの異動・移籍・出向

0%その他

20.4%わからない

18.3%何も取り組んでいない

日本企業におけるAI導入割合はかなり低い状況です。導入による効果が一定程度見られているのにも関わらず
導入率が低い理由としては、人材育成の啓蒙と人材確保がなされてないことが挙げられます。

（出典）総務省「通信利用動向調査」 出典：総務省（2023）「国内外における最新の情報通信技術の研究開発及び
デジタル活用の動向に関する調査研究」
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日本企業の生成AIを取り巻く現状

出典：独立行政法人情報処理推進機構「DX動向2024」（2024）

中小企業の生成AI利用率

大企業の生成AI利用率

１３.４ ％

７１.７ ％

生産性向上のために
学習が必須
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２．リスキリング支援サービス概要
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サービス概要

1

2

DX人材育成カリキュラム
「DX人材を育てる」ためのeラーニングを自社に合った育成プランでご提供いたします。

各企業様に対しITスキルやDX関連の講座を開設いたします。AIに紐づくDX関連・ChatGTP

などの講習及びシステム知識の向上を目的とした内容をご提供いたします。

人材開発支援助成金サポートサービス
上記講座に対する国策でもある厚生労働省の人材開発支援助成金に関する社労士のご紹介も

含めた手続きのサポートをさせていただきます。
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広瀬安彦 氏

株式会社野村総合研究所（現）
未来創発センター
雇用・生活研究室 エキスパート研究員

経歴
慶応義塾大学文学部卒

青山学院大学
社会情報学研究科にて博士前期課程

北海道大学大学院
国際広報メディア・観光学院にて博士後期課程を修了。博士（国際広報メディア）。

大日本印刷株式会社を経て2001年に株式会社野村総合研究所に入社。（現）
専門は雇用・生活者研究、データサイエンティストの育成、インターネットによる広報戦略、M-GTA
（Modified Grounded Theory Approach）を用いた質的研究。

明星大学経営学部非常勤講師。（現）

日本生産性本部経営アカデミー講師。（現）

DX人材育成に向けた教育講座の監修

広瀬安彦著



DX人材育成に向けた２つの指針

出典：独立行政法人情報処理推進機構, 経済産業省「デジタルスキル標準 ver.1.2」（2024）
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講座概要

対象者：新人・若手・中堅・管理職
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分内容番号タイトル

DXリテラシー

4DXの全体像01

ゼロから始めるDXの学び（理解
編）

21
陣屋及び陣屋コネクトのDXについて次の5つの視点
で整理する

02

5旅館・ホテルシステムのプラットフォーマービジネスへ03

34どのようなIT基盤を整えるのか？01

ゼロから始めるDXの学び（実践編
1）

20
これまで紹介してきたデジタルテクノロジーを自社でど
のように活用できそうか？

02

14どのように仕事（の流れ）を変えるのか？03

25
どのように顧客との接客・コミュニケーションを変える
か？

01
ゼロから始めるDXの学び（実践編

2） 22どのように組織や人材を変えるのか？02

10どのようにビジネスモデルを変えていくのか03

14DXとは01

DX概論
14これからの社会-Society 5.002

11日本政府のDX推進施策03

11DX推進指標04

18デジタルスキル標準01

DX人材概論
13デジタルスキルマップ02

15デジタル人材育成のあり方03

12組織づくり・人材・企業文化に関する方策04

17デジタル産業における日本の課題01

デジタル産業政策
13デジタル産業宣言02

14デジタル産業指標①03

12デジタル産業指標➁04

17スーパーシティ構想01

DXがもたらす未来
12デジタル田園都市国家構想02

10デジタル田園都市事例03

13モデル地域ビジョン04

15産業革命の変遷01

第五次産業革命概論
16科学の変遷02

16第五次産業革命概要03

8復習問題04

14バイオテクノロジー概要01

第五次産業革命を推進するテクノ
ロジー

12バイオテクノロジーを活用したビジネス事例02

12バイオ産業の市場概要03

5復習問題04

11日本のバイオ戦略01

第五次産業革命に向けた産業戦
略

12バイオコミュニティ02

16自動化・ロボット化とバイオ人材育成03

5復習問題04

分内容番号タイトル

ChatGPTマスター講座

4オープニング

7ChatGPTのしくみ01

1講 ChatGPTとは

7ChatGPTの便利な使い方02

7ChatGPTの現状03

6ChatGPTの魅力04

5無料プランと有料プラン05

3ChatGPTの登録（講義）06

3ChatGPTの登録（実技）07

8利用の際の注意点08

3初期設定を確認する（講義）09

4初期設定を確認する（実技）10

7ChatGPTに質問する（講義）01

2講 基本的な使い方を
マスターする

4ChatGPTに質問する（実技）02

4文章の作成（講義）03

4文章の作成（実技）04

4文章の推敲・校正・要約（講義）05

4文章の推敲・校正・要約（実技）06

5複数言語の翻訳（講義）07

4複数言語の翻訳（実技）08

6情報収集（講義）09

9情報収集（実技）10

6プロンプトエンジニアリングとは01

3講 プロンプトを理解して出力の
精度を上げる

6zero-shotとfew-shot（講義）02

6zero-shotとfew-shot（実技）03

4プロンプト作成の基礎（講義）04

4プロンプト作成の基礎（実技）05

4文章を箇条書きに修正する（講義）06

2文章を箇条書きに修正する（実技）07

4文章の対象を変更する（講義）08

5文章の対象を変更する（実技）09

5文章を会話のやりとりに変更する（講義）10

5文章を会話のやりとりに変更する（実技）11

分内容番号タイトル

5会議のアジェンダを作成する（講義）01

4講 ビジネスの現場で活用する
（事務編）

5会議のアジェンダを作成する（実技）02

4会議の議事録を作成する（講義）03

5会議の議事録を作成する（実技）04

6業務の手順を分解する（講義）05

4業務の手順を分解する（実技）06

6メールを作成する（講義）07

5メールを作成する（実技）08

4伝達事項を整理してまとめる（講義）09

5伝達事項を整理してまとめる（実技）10

6よくある質問の回答例を作成する（講義）01

5講 ビジネスの現場で活用する
（営業編）

4よくある質問の回答例を作成する（実技）02

7質問にリアルタイムに回答する（講義）03

3質問にリアルタイムに回答する（実技）04

9営業スクリプトを作成する（講義）05

3営業スクリプトを作成する（実技）06

6商談の準備をする（講義）07

6商談の準備をする（実技）08

5提案内容をわかりやすくまとめる（講義）09

3提案内容をわかりやすくまとめる（実技）10

6競合分析（講義）01

6講 ビジネスの現場で活用する
（マーケティング編）

4競合分析（実技）02

5市場調査（講義）03

4市場調査（実技）04

6
ブログ記事やニュースレターを作成する（講
義）

05

7
ブログ記事やニュースレターを作成する（実
技）

06

8マーケティング施策のアイディア出し（講義）07

6マーケティング施策のアイディア出し（実技）08

7ブランドストーリーの作成（講義）09

4ブランドストーリーの作成（実技）10
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講座内容

DXリテラシー標準

DX推進スキル標準

受講ターゲット 対象階層 ： 新人・若手・中堅・管理職

学習目標 本件は、「デジタルスキル標準」に完全に対応することによって、社員ひと
りひとりがDXに関わることができ、更には企業全体でDXを推進できるよう
になることを目的としています。

学習時間 約12時間～15時間

期間 1カ月半～3カ月

受講費用 33万円（税抜）／人

※助成金申請をする場合は、就業時間内での履修が必須になります。

貴社の業態に応じて講座をご用意することが可能です。



３．運営会社
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運営会社概要
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・E-ラーニング講座事業



４．助成金活用のご紹介
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助成金活用のご紹介

● 人材開発支援助成金（事業展開等リスキリング支援コース）

● 厚生労働省が定めている助成金制度

● 審査に通れば、研修費用や研修期間中の賃金の一部が助成さ
れる

● 本コースでは、経費助成率60～75%、1社つき年間1億円へと上
限が大幅に上昇

※詳細は各種ホームページやリーフレットをご参照ください
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助成金の支給限度額

研修時間
（一人当たり）

支給限度額
（一人当たり）

経費助成率企業規模

10時間以上
100時間未満

30万円75％中小企業

20万円60％大企業

①経費助成の限度額（ 1 訓練当たり）

②支給に関する制限

● 助成対象となる訓練の受講回数は、1労働者につき1年度で3回までです。
● 1事業所が1年度に受給できる助成額は、最大1億円です。

※1年度＝支給申請日を基準とし、4月1日から翌年3月31日まで
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助成金の支給限度額

企業区分（中小企業と大企業）
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中小企業と大企業の判断は、厚生労働省発行の
「令和６年度版パンフレット（人材育成支援
コース）詳細版（R6.11.5～）」
P.１３の定めに準じます。



助成金の申請から受給までの流れ

1ヶ月目 ２ヶ月目 ３ヶ月目 ４ヶ月目 ５ヶ月目 ６ヶ月目 ７ヶ月目 ８ヶ月目 ９ヶ月目

貴社

研修
運営
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労務局
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成
金
計
画
書
作
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計
画
書
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理

受
講
開
始

講
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受
講
費
用
支
払
い

受
領

受
講
開
始

講
座
提
供

受
講
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用
支
払
い

受
領

受
講
開
始

講
座
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受
講
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支
払
い

受
領

支
給
申
請

審査

修
了
証
発
行

ア
ン
ケ
ー
ト
回
答

助
成
金
受
給

審
査
通
過

※審査混雑状況によって時間が
かかる場合があります
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